









































桜の画家として活躍した玉枝は︑父の理解のもと複数 師と出会いに恵まれる だが︑若い時期に従姉跡見花蹊 もとに身を寄せており︑上京の後も花蹊ならびに花蹊周辺の人々と関わりが深い︒玉枝の事跡を明らかにすることは︑一人の画家の生涯をこえて 跡見花蹊 周辺事情を別の角度から照らし出すことでもある︒　
本稿では︑企画展の成果を受け跡見の歴史を検証する観点から︑玉枝



























































ある回想と玉枝 作品や玉枝ならびにゆ りの人々 写真︑精華会門人たちの文章などを収める︒
﹃桜の我か世﹄
の半分ほどの厚さで補遺的な一





の間︑母は幼き三人の子供と乳児をかゝへて困つて居りました︑そこへ父の兄三宅勘左衛門と申す伯父が来りまし ︑こんなに困つてゐるなら一先づ子供達を処分してはどうかと申しましたので︑兄の富蔵は伯父の許へ 私 京都に居りま 従姉の跡見花蹊の所へ預けられ︑母 東江州に残り︑姉のけい子 七つの妹良子と︑そ 頃まだ乳児の末の妹静子︑及東京より来て居りました書生等 共に暮すことになりました
　
花蹊の許へと進言した伯父は父勝造の兄三宅勘左衛門である︒そこに
























































































































































歳の玉枝は二十九歳 花蹊 許で暮ら ことになった︒玉枝が父の許へ戻った時の記述は﹃跡見花蹊日記﹄から確認できな
い（９）
︒明治二年の日記






























































従妹玉枝の様子がうかがえる︒花蹊側の用でお米を分け もらいに行った玉枝は︑また︑姉小路家側の所望に応えて跡見の庭の萩を届けにも行く︒玉枝は日常の所用を努めな ら姉小路家 出入りする︒年齢も近い公義は身分は違えども親近感を覚える若殿であったろう︒さらに注目されるのは︑玉枝と姉小路良子との交流である︒続く部分をみてみよう︒
私は其頃から花蹊を師として︑四條派の絵と︑お習字を︑教へて貰ひました︑又︑漢学は姉小路良姫様に教へて戴く為に毎朝本を携て同家へ通つたもので御座います︑良姫様にお習ひする頃一番嬉しく存じましたの よく出来た時に御褒美にお菓子や玩具をいたゞく事で︑或時︑いつもより上手にお答えが出来たとて 褒めのお言葉と共に︑桃色の着物をき 可愛 しいお人形を下さいました︑かねがねそのお人形に目をつけて居 ました私は︑たとへやうもない程嬉しくて其人形をを抱て帰りまし ︑後年私 その人形を大切な物の一つとし 保存いたし 居り が あの大震災で焼失いしました事は誠に残念に存じて居ります︑
　
玉枝は四條派の絵画と習字を花蹊に習い︑漢学は姉小路良子に学び︑















































































































































































































































































































































































































桜戸玉緒は本姓宮崎といひ︑通称は大炊といひき︑近江八幡の医榊光慶の長男として文政十一年に生る︒慶応三年仁和寺宮の侍医宮崎家を継ぎて宮に仕ふ︒その本職は医なりしかど︑国学に通じ又画をよくし武芸に達せり︒ じめ仁和寺宮 仕へたる時 和歌を以て奉仕し︑
傍ら桜を植ゑて宮を慰め奉り︑
またこれを描きて宮に奉れり︒
明治五年京都平野神社 神官 なりて︑その神社の境内に桜を多く植ゑたるが︑後に が桜の名所の一となりし源まさにここに在り︑
居常桜を愛してその保護と顕彰とに熱中したる事蹟少からず︒












































































れは︑桜の画家玉枝への評価に加えて︑皇后職についた姉小路良子や少女期にふれた良子周辺の公家文化︑華族の子女も多く学ぶ学校を開いた花蹊の存在も影響 いよう︒一方で 玉枝は明治三十七年八月には渡米した人であり︑若く フェノロサ 講演を聴いたことが上京の契機となった︒海外に向かう玉枝の姿勢も︑
﹃桜史﹄の﹁桜を愛するあまり︑

































































































































第二清次花月︑第三茶カブキ︑第四仙遊 畢而会席︑其調理美味極妙︑善美備貴︑其有風皆旨奇雅也︒又第五包棗︑茶筌飾 第六数茶畢︒時 十一時也︒乃退席︒帰途月明殊佳︒作詩︑及四時 就眠︒
　
同（十月廿五）



























































































































































午下︑万里小路氏見招︒設茶讌︑饗午餐︒其調理極佳︒又点茶︑移座楼上︒此楼也︑風景真快闊︑遂入夜︑観月 涼風月明 亦是以銷夏日之炎︒時 花州 千久︑玉枝等亦来︒乃︑伴梅洲君帰︒亦観月于三宜楼︑閑談移刻︑就枕十二時也
　（九月）十九日
　
日曜
　
晴︑又雨︒
午下︑同玉枝︑到井生村 ︑観覧画会 聴洋人
辺（フェノロサ）
能魯舎氏
演説︒晡
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時帰家︒途上︑遇雨︒
　（十月三日）日曜
　
晴︒
朝五時夢破︒
同
 湘雲︑
玉枝︑
千久︑
到浅草法融寺︒
執行宮原節菴先
生︑及跡見勝造︑遠藤松女一周忌薦事 十二時帰家︒泰児至︒
　（十一月）五日
　
金曜
　
晴︒
朝五時夢破︒家業如例︒家厳 設茶讌見招︒会者︑花海︑茗橋︑千久︑玉枝︑及余也︒又饗晩餐︑皆尽歓而帰
　（十二月）八日
　
水曜
　
晴︒
玉枝︑自茨
木（城）
県帰︒
　（十二月）十九日
　
月曜
　
晴︒
玉枝︑移居隣家︒
　
九月には花蹊玉枝ともどもフェノロサの演説を聴き︑十月には勝造の
一周忌法要が行われている︒
年末の二十日に
﹁玉枝︑
移居隣家︒
﹂
とある
のは︑
京都から家族を呼び寄せるためであろうか︒
玉枝は︑
跡見のほか︑
生活を支えるために共立女子職業学校でも教える︒同校の正式な設置願いが認可され開校されたのは明治十九年九月十六日であ
る
）（（
（
︒ふたたび花
蹊の世話になりながら東京で 仕事を得て三个 ︑年末には新しい生活
もだいぶ落ち着き︑来たる年の準備をしたのであろう︒　
玉枝のあゆみには︑親族の花蹊という存在が関わっている︒花蹊の縁
で少女期にふれ得た公家文化︑桜の師玉緒との師弟関係を緩やかに力強く支える花蹊の豊かな人脈︒父勝造の理解と従姉花蹊という存在に恵まれて︑玉枝の生涯 基盤が築かれていく︒　
さらに上京後の玉枝の事跡をたどり 絵画ならびに和歌の側からの具
体的な検討をも加 ことを継続課題とし︑稿を改めて 枝の年譜考証を試みる所存である︒注（１）
 ﹃桜の我か世﹄
（昭和六年
　
跡見家）
︒
あとがきによれば︑
昭和五年初夏に玉
枝が口述︑
井上波子が筆記し︑
翌春上梓されたもの︒
前半に玉枝の作品ならび
に玉 ゆかりの人々の作品や文章を載せ︑
後半に回想の口述筆記︑
末尾に
﹁桜
品詠百首﹂
と題して各種桜を詠じた
﹁桜戸玉緒詠﹂
を収める︒
なお︑
本書をは
じめ文献からの引用は︑
原則として差し支えないかぎり旧字を新字に改めた︒
（２）
 渡
辺
泉﹁
﹃桜
の
我
が
世﹄に
み
る
跡
見
玉
枝﹂
﹃
G
yokusi │
桜
の
画
家
　
跡
見
玉
枝
展﹄
（跡見学園女子大学花蹊記念資料館
　
平成十六年）所収︒
（３）
 注（１）に同じ︒なお︑年齢は当時の慣習に従い数え歳を基本とする︒
（４）
 三好学
﹃桜﹄
（昭和十三年
　
冨山房）
︒
同書の長男三好新氏の叙述によれば︑
三好学は文久元年
（一八六一）
岐阜県岩村藩士の二男に生まれ︑
明治二十三年
東京大学理学部卒業︑
同二十四年植物学研究のためドイツに留学︑
二十八年貴
朝︑
理科大学教授に任ぜられ植物学を担当︑
理学博士学位取得︑
大正九年帝国
学士院会員︑
同十一年附属植物園長︑
十三年名誉教授︒
著書に
﹁最新植物学﹂
跡見花蹊と跡見玉枝
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 ﹁実
験
植
物
学﹂等
多
数︒昭
和
十
四
年
五
月
出
張
先
の
群
馬
県
下
に
て
逝
去︒勲
三
等
旭
 
日重光章を賜る︒
﹃桜の我か世﹄
序文は
﹁昭和五年晩春﹂
とあり︑
植物学の権
威であった同氏の序を巻頭に戴いたものである︒
（５）
 ﹃明治維新人名辞典﹄
（吉川弘文館
　
昭和五十六年）
には︑
﹁六月戊辰の戦功
により賞典禄一〇〇石を永世下賜﹂とある︒
（６）
 跡見玉枝﹃さくらの木陰﹄
（跡見精華会
　
昭和十六年四月）
︒
（７）
 ﹃跡
見
花
蹊
日
記﹄
（平
成
十
七
年
　
学
校
法
人
跡
見
学
園）に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る︒
なお︑
日記の本文引用は関連部分を中心とし当該日の記述すべてとは限ら
ない（以下同様）
︒
 
 
慶応二年
 
 （十二月）廿五日
大
工
日
セ
メ
候
て︑漸
廿
九
日
節
分
の
日︑先
家
移
り
い
た
し
候︒此
日
御
発
しに相成候︒
 
慶応三年
 
 （四月）七日
昼後︑勝蔵子来︑扇面書認くれ様相頼 早速認
ル
 ︒
 
 （十月）十三日
八
ッ
時︑専
徳
寺
役
増
（僧）
同
道
に
て
参
詣
い
た
さ
れ
候︒法
事
相
勤
候︒勝
蔵
子
も
来
り候︒
（８）
 ﹃跡見花蹊日記﹄には﹁江州主水﹂
﹁江州
水（主水）
主
子﹂
が来るという記述が︑
慶応
三年（九月）廿五日︑
（十月）十一日︑
（十二月）廿二日にある︒
（９）
 ﹃跡見花蹊日記﹄
明治三年
﹁（七月）
六日﹂
には
﹁勝女来︒
﹂
とあり︑
花蹊の
許を離れていると思われる︒
（
10） 花蹊が日記をもとに後年自ら記したと思われる二種類の略歴がある
（﹃跡見
花蹊略歴﹄
）︒そのなかから姉小路家との関わりに関する記述をあげる︒
 
 
安政
三
（ママ）
年之比
父は勤王家にて︑
京師
ニ出て姉小路公知卿に召仕へらる︒
雑掌役を仰付ら
る︒幕（文久二年十月十一日参照）
府へ勅使三条公
︑
副使姉小路公︑
関東
ニ使され候節︑
目附役として御供
仰付られ︑
大（大義名分）
儀明分
を正されたり︒舎弟重威も同様御供す︒
其（文久三年四月二十三日参照）
以
前︑摂
河
泉
台
場
堤
防
之
御
巡
見
之
御
勅
使
と
し
て
姉
小
路
公
御
出
発︑其
切
（節）
も父雑掌役として御供す︒
 
 
安政四年巳年
父
重
敬︑元
よ
り
勤
王
の
志
厚
く
し
て
姉
小
路
公
知
卿
に
仕
へ
る︒雑
掌
役
を
仰
付
られる︒
 
 （明治三年）七月十二日
御所より御用召にて姉小路公義参内︒
此度東京
へ召れ候事にて︑
一同愁歎
限りなし︒
 
 （明治三年）七月
御所より御用召にて︑東京
へ出向候事に相成︒
 
 （明治三年）八月十一日
　
晴
姉小路殿︑
東京
へ御出発︒
御供ハ重敬︑
民部︑
奥田のみ也︒
朝七ッ時御出
門にて︑
皆
御別を惜しみ︑
なけきかなしみ︑
涙千行万行︒
それより︑
残
り
し
人
︑御
道
中
御
安
隠
（穏）
と︑今
一
度
御
帰
京
を
北
野
天
満
宮
に
祈
り︑日
御
百度をうち居候︒
東京より花蹊に東行する様にと仰越され︑
其準備する︒
 
 （明治三年）八月十一日
姉
小
路
西
京
出
発︑父
様︑舎
弟
民
部︑奥
田︑下
部︑予
も
御
供
の
筈︑準
備
出
来かね︑
跡
（後）
よりとの事に相成︒
 
 （明治三年）十一月十七日
朝七ッ時出立︑沢︑浅野と同行
（十一月二十九日へ続ク）
 
 （明治三年）十一月十七日
花蹊京師出発︒東行す︒十三日間
ニ︑
（十一月廿九日へ続ク）
70
跡見学園女子大学文学部紀要　第 43 号　2009
 
 （明治三年十一月）廿九日
品川着︒父様
ニ逢ひて嬉しなみたにくれたり︒
 
 （明治三年十一月）廿九日
品川着︑父様も迎ひに来られて︑築地沢家に着︒
（
11） ﹃跡見花蹊略歴﹄から︑花蹊の生い立ちに関する記述をあげる︒
 
 
嘉永
二
（四）
年
十
二
歳
の
時︑石
垣
東
山
先
生
先
生
ハ
上
町
北
新
町
二
丁
目
の
住
也の
門
に
入
る︒先
生
も
悦
ん
て
稽
古
日
毎
に
扇
子
を
沢
山
に
書
を
か
ゝ
せ
て︑大
い
に
ほ
こ
ら
れ
た
り︒ま
た︑天
王
寺
槇
野
礎
山
先
生
に
つ
き
て
画
を
学
ひ︑此
当
時
ハ
も
は
や
屛
風︑襖
な
と
揮
毫
も
の
に
て
多
忙
を
究
む︒ま
た
母
の
云︑女
ハ
裁
縫
が
出
来
な
く
て
は
不
自
由
な
り
と
て︑裁
縫
の
稽
古
に
行
く︒是
も
外
に
修
行
も
有
り
て
裁
縫
ハ
半
日
つ
ゝ
稽
古
に
行く︒
 
 
安政年間
十七歳︑始て京師に出て︑漢学︑絵画を学ふ︒二年にて帰坂す︒
 
 
安政
元
（三）
年
十七歳の時︑
京都に遊学を思ひたち︑
宮原節庵謙蔵先生に漢学︑
詩文︑
書
法
を
学
ひ︑画
を
丸
山
応
立︑中
島
来
章
に
学
ひ
て︑約
二
年
の
後︑京
都
を
去
つ
て
よ
り︑父
と
共
に
大
坂
中
之
島
に
居
を
卜
し︑後
藤
松
陰
先
生
に
漢
学︑詩
文
を
学ひつゝ︑
修行中︑
豪富の子女依頼によりて︑
自ら家塾を為すに至りぬ︒
（
12） ﹃女流著作解題﹄
（女子学習院
　
昭和十四年）
︒
なお渡邊重石丸は後年跡見学
校の教員となる︒
（
13） ﹃訂正増補
　
大日本人名辞書﹄
（経済雑誌社出版
　
大正元年）
︒﹃近江人物志﹄
（文泉堂
　
大正六年︑のちに臨川書店
　
昭和六十一年）の記述もこれによる︒
（
14） ﹃日本歴史地名大系第二五巻
　
滋賀県の地名﹄
（平凡社
　
一九九一年）
︒﹃角川
日本地名大事典
　
25滋賀県﹄には﹁村名は地内の玉緒山にちなむ﹂とある︒
（
15） ﹃近世畸人伝﹄
の
﹁題言﹂
は
﹁此記ははじめ花顛三熊ぬしの勧によりて草す﹂
と始まり︑
﹃続近世畸人伝﹄
の序文は
﹁花顛居士
　
三熊思考﹂
の名で記す︒
本
書の引用は東洋文庫
﹃近世畸人伝・続近世畸人伝﹄
（平凡社
　
昭和四十七年）
︒
（
16） 三好学﹃桜﹄
（冨山房
　
昭和十三年）
︒
（
17） 山田孝雄
﹃桜史﹄
（桜書房
　
昭和十六年）
︒
引用は講談社学術文庫
﹃桜史﹄
（講
談社
　
一九九○年）による︒
（
18） 今橋理子
﹁花惜しむ人
─
桜狂の譜・三熊派﹂
﹃江戸絵画と文学
　︿描写﹀
と
︿ことば﹀の江戸文化史﹄
（東京大学出版会
　
一九九九年）
︒
（
19） 注（
18）ならびに注（
14）﹃日本歴史地名大系第二五巻
　
滋賀県の地名﹄
︒
（
20） 注（
18）に同じ︒
（
21） パトリシア・フィスター
﹃近世の女性画家たち
　
美術とジェンダー﹄
（思文
閣
　
一九九四年）
は瑟々の
﹁桜図﹂
を掲載し
﹁明らかに桜を近くで観察し︑
で
き
る
か
ぎ
り
自
然
主
義
的
に
写
生
し
て
い
る︒彼
女
の
桜
に
対
す
る
傾
倒
と
写
実
的
な
ス
タイルは︑当時の本草学の潮流の影響を受けている︒
﹂とする︒
（
22） 注（
18）
今橋氏は瑟々の桜画の
﹁﹁力強さ﹂
は︑
抽象化された幹が画面の主
軸となることで︑
画中から醸し出されていた﹂
とし︑
これらの幹は
﹁全て若木
なのである︒
﹂と述べる︒
（
23） 注（
14）に同じ︒
（
24） 注（
17）に同じ︒
（
25） 湯本豪一編
﹃図説
　
明治人物事典﹄
（日外アソシエーツ株式会社
　
二○○○
年）
︑﹃日本人名大辞典﹄
（講談社
　
二〇〇一年）
︒
（
26） 注（１）
﹃桜の我か世﹄による︒
（
27） 注（６）
﹃さくら 木蔭﹄による︒
（
28） ﹃跡見花蹊日記
　
別巻﹄
（平成十九年
　
学校法人跡見学園）
所収
﹁書簡Ⅰ
　
跡
見勝造・玉枝宛／明治九年九月十日／巻紙一紙
（藍摺罫線入り）
／跡見学園女
子大学花蹊記念資料館蔵﹂
︒引用は後半︒
（
29） ﹃共立女子学園百十年史﹄
（学校法人
　
共立女子学園
　
平成八年）
︒
